
                          平成 30 年 10 月 3 日 

                中 部 地 方 整 備 局  

                                            

11 月 3日、「大規模津波防災総合訓練」を三重県で初開催！ 
～南海トラフ巨大地震に備え、連携訓練で防災力アップ！～ 

 

地震による大規模津波の被害軽減を目指すとともに、津波に対する知識の普

及・啓発を図るため、国土交通省は「津波防災の日」「世界津波の日」にあわせ、

大規模津波防災総合訓練を実施しています。 

今年の訓練は、11 月 3 日に、メイン会場を四日市港霞ふ頭、サテライト会場

を鳥羽市答志島とし、三重県で初の大規模津波防災総合訓練を実施します。 

訓練では、本年 6 月に策定した「TEC-FORCE 活動計画（受援計画）」に基づく

訓練や、四日市臨海地区における石油コンビナート防災訓練と連携した訓練、

外国人留学生等が参加する避難訓練などを実施します。                              

 

〇 概 要 

大規模津波防災総合訓練は、平成 16 年 12 月に発生したスマトラ島沖大地震

を契機に始まり、13 回目の今年は、三重県で初めての開催で、総勢 121 機関が

参加し実施されます。 

訓練では、南海トラフ巨大地震を想定し、企業と行政など関係機関が連携し、

被災者の救助・救出活動、TEC-FORCEによる緊急排水や道路・航路啓開、緊急物

資輸送、コンビナート火災を想定した訓練や排出油による海面火災を想定した

訓練など、総合的な実動訓練を「陸上、海上、上空」において実施します。ま

た避難訓練では「世界津波の日（11 月 5日）」の趣旨を踏まえ、外国人留学生や

職業就業生が参加するなど、国際的な普及・啓発のための取組も実施します。 

10 月 2 日には、第 2 回実行委員会を開催し、訓練参加機関（121 機関）とと

もに訓練内容を決定しました。なお、本訓練は、三重県総合防災訓練を兼ねて

開催しております。     

 

１．訓 練 日 時  平成 30年 11月 3日（土）9:00～12:00 

２．訓練開催場所 メイン会場：三重県四日市市霞二丁目（四日市港霞ふ頭） 

         サテライト会場：三重県鳥羽市桃取町（答志島） 

３．主   催 国土交通省、三重県、四日市市、鳥羽市、 

四日市港管理組合 

４．参 加 機 関 国、地方公共団体、公共機関等 121機関   

５．配  布  先  中部地方整備局記者クラブ、中部専門記者会、愛知県政

記者クラブ、岐阜県政記者クラブ、静岡県政記者クラブ、

三重県政記者クラブ、三重第二県政記者クラブ、名古屋

港記者クラブ、港湾新聞社、港湾空港タイムス、日本海

事新聞、海事プレス、マリタイムデーリーニュース 

 

 

 

 

同時発表：三重県、四日市市、鳥羽市 



６．そ  の  他  訓練開催場所、訓練の内容等については、別添チラシ、 

HP（http://www.tsunamibousai30.jp/）を参照願います。 

 

 ７．問 合 せ 先 

中部地方整備局企画部防災課 緊急災害対策調整官 野田  茂樹 

課長補佐      新實  和彦 

ＴＥＬ 052-953-8357 

ＦＡＸ  052-953-8362 

 

 

 

＜第 2回実行委員会（10月 2日開催）の状況＞ 
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9：00～12：00
小雨決行　★入場無料

3
11月5日はわが国の「津波防災の日」であり、国連が制定した「世界津波の日」です。
地震による大規模津波の被害軽減を目指すとともに、津波に対する知識の普及・啓発を図ることを目的に、
南海トラフ巨大地震の発生を想定し、陸・海・空に渡る本番さながらの訓練を実施します。ぜひ、ご来場ください。

お問合せ先　国土交通省 中部地方整備局 企画部 防災課　TEL 052-953-8357

［主 催］ 国土交通省、三重県、四日市市、鳥羽市
  四日市港管理組合
［共 催］ 南海トラフ地震対策中部圏戦略会議
［参加機関］ 指定行政機関、指定公共機関、地方行政機関等121機関

メイン
会場

サテライト
会場

大規模津波総合訓練ホームページ　http://www.tsunamibousai30.jp/

四日市港霞ふ頭 
（三重県四日市市霞二丁目）

答志島
（三重県鳥羽市桃取町）

油防除訓練

実際の状況に即した
本番さながらの訓練
実際の状況に即した
本番さながらの訓練

実際の災害を疑似体験！実際の災害を疑似体験！

展示・体験コーナー展示・体験コーナー

先着順でプレゼントが
もらえるかも！

巡視船すずかなど
一部の車両・船舶を
訓練終了後に一般公開
（～13：00まで）

巡視船すずかなど
一部の車両・船舶を
訓練終了後に一般公開
（～13：00まで）

楽しみながら
防災について学ぼう！
楽しみながら

防災について学ぼう！

クイズラリー
実施

クイズラリー
実施

排水活動訓練

炊き出しも
あるよ！

平成30年度平成30年度

大規模津波大規模津波
防災総合訓練

三重県初開催

会場周辺には駐車場がありません。臨時駐車場をご利用ください。臨時駐車場から会場までシャトルバスを運行します。詳しくはHP（http://www.tsunamibousai30.jp/）をご覧ください。

ヘリによる
情報収集訓練

がれき撤去
訓練

ヘリによる救助
負傷者搬送訓練バイクによる

情報収集訓練
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内閣府政策統括官（防災担当）、国土交通省、警察庁中部管区警察局、総務省東海総合通信局、農林水産省東海農政局、経済産
業省中部経済産業局、経済産業省中部近畿産業保安監督部、国土交通省北陸地方整備局、国土交通省中部地方整備局、国土
交通省三重河川国道事務所、国土交通省木曽川下流河川事務所、国土交通省名古屋港湾事務所、国土交通省四日市港湾事務
所、国土交通省三河港湾事務所、国土交通省中部技術事務所、国土交通省名古屋港湾空港技術調査事務所、国土交通省北勢
国道事務所、国土交通省紀勢国道事務所、国土交通省中部運輸局、国土交通省国土地理院中部地方測量部、気象庁東京管区
気象台名古屋地方気象台、気象庁東京管区気象台津地方気象台、海上保安庁第四管区海上保安本部、海上保安庁四日市海上
保安部、海上保安庁鳥羽海上保安部、海上保安庁中部空港海上保安航空基地、陸上自衛隊第10師団、陸上自衛隊第33普通
科連隊、陸上自衛隊第10飛行隊、海上自衛隊横須賀地方総監部、航空自衛隊航空総隊、航空自衛隊中部航空方面隊、航空自
衛隊第1警戒群、航空自衛隊第14高射隊、航空自衛隊第1輸送航空隊、日本赤十字社三重県支部、中日本高速道路（株）名古
屋支社、西日本電信電話（株）東海事業本部、中部電力（株）、東邦瓦斯（株）、（株）NTTドコモ東海支社、KDDI（株）、ソフトバン
ク（株）、（一社）三重県建設業協会、（一社）三重県建設業協会四日市支部、（一社）三重県トラック協会、（一社）三重県LPガス協
会、（公社）三重県医師会、（公社）四日市医師会、（公社）三重県歯科医師会、三重県防災対策部、三重県県土整備部、三重県防
災企画・地域支援課、三重県ダイバーシティ社会推進課、三重県地域福祉課、三重県警察本部、四日市北警察署、鳥羽警察署、三
重県四日市建設事務所、三重県志摩建設事務所、四日市市、四日市市上下水道局、四日市市消防本部、四日市市消防団、鳥羽
市、鳥羽市消防団、川越町、四日市港管理組合、国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構、（一社）海洋調査協会、（一社）港湾
技術コンサルタンツ協会、（一社）中部地域づくり協会、（一社）中部地質調査業協会、（一社）日本アマチュア無線連盟三重県支
部、（一社）日本埋立浚渫協会、（一社）日本海上起重技術協会中部支部、（一社）日本橋梁建設協会、（一社）日本建設機械施工
協会中部支部、（一社）日本非常食推進機構、（一社）日本自動車連盟三重支部、（一社）日本潜水協会、（一社）三重県測量設計
業協会、（一社）三重県警備業協会、（一社）日本マリーナ・ビーチ協会、（一財）三重県消防設備安全協会、（一財）移動無線セン
ター（MRC）東海センター、（公社）日本下水道管路管理業協会中部支部三重県部会、（公社）全国土木コンクリートブロック協
会、（公社）三重県公共嘱託登記土地家屋調査士協会、（公社）日本青年会議所東海地区三重ブロック協議会、全国浚渫業協会
東海支部、三重県警察歯科医会、三重DMAT、三重県排出油等防除協議会、三重県石油商業組合、三重県土地家屋調査士会、
三重県地質調査業協会、三重県・三重大学 みえ防災・減災センター、三重県ボランティア連絡協議会、みえ災害ボランティア支
援センター、四日市港運協会、四日市港地震・津波避難対策協議会、桃取町自主防災会、全国石油商業組合連合会、石油連盟、
三重県水難救済会伊勢湾北中部地区海難救助連絡協議会四日市救難支所、イオンリテール株式会社東海カンパニー、日本放
送協会津放送局、NPO法人コメリ災害対策センター、ダイヤモンド工事業協同組合、日本防災産業会議、（株）シー・ティー・ワ
イ、特定非営利活動法人みえ防災市民会議、特定非営利活動法人みえNPOネットワークセンター、社会福祉法人三重県社会福
祉協議会、中部緊急防災隊（（一社）日本道路建設業協会中部支部）、中部港湾空港建設協会連合会、四日市コンビナート地域
防災協議会、シンフォニアテクノロジー（株）、学校法人暁学園四日市大学、宗教法人天理教災害救援ひのきしん隊三重教区隊

参加機関

平成30年度大規模津波防災総合訓練 訓練スケジュール

※訓練内容は変更になる場合があります。※訓練終了後、メイン会場では訓練使用機材・船舶等の一般公開を予定しています（～13：00まで）。
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●地震・津波情報伝達地震・津波情報伝達

●情報収集・伝達（陸上）情報収集・伝達（陸上）

●津波避難（陸上）津波避難（陸上）
住民避難広報・津波避難（霞4号幹線・四日市港ポートビル）
水門陸閘門閉鎖訓練

●道路啓開（陸上）道路啓開（陸上）
災害対策基本法による道路区間指定訓練、路面段差解消訓練
車両移動・がれき撤去訓練、緊急車両走行訓練

●ライフライン復旧（陸上）ライフライン復旧（陸上）
船舶への燃料供給支援訓練、応急送電訓練、都市ガス復旧訓練
ＬＰガス復旧訓練、水道管復旧訓練、下水道管復旧訓練
移動基地局車による携帯端末エリアの応急復旧訓練
特設公衆電話・特設公衆wi-fiの設置訓練

●ライフライン復旧（陸上）
炊事車による炊き出し訓練

避難所開設
避難所開設運営訓練

●本部設置本部設置
災害対策本部設置訓練
衛星通信車
（TEC-FORCE通信班）

●情報収集・伝達（上空）情報収集・伝達（上空）
ヘリによる情報収集・映像伝送訓練、航空機による情報収集訓練、ドローンによる情報収集訓練

●石油コンビナート関連（陸上）石油コンビナート関連（陸上）
タンク火災を想定した消火訓練

●救命・救出（陸上）救命・救出（陸上）
延焼中のがれき等を消火する訓練
倒壊家屋・破損車両からの救助・救出訓練
応急救急・トリアージ・医療機関搬送訓練、身元確認等に関する訓練

●石油コンビナート関連（海上）石油コンビナート関連（海上）
排出油による海上火災を想定した消火訓練

●物資輸送（海上）物資輸送（海上）
物資等海上輸送訓練

●航路啓開（海上）航路啓開（海上）
油防除訓練、航路啓開訓練

●情報収集・伝達（海上）情報収集・伝達（海上）
港湾施設被害調査訓練（海上）
沈降物及び深浅測量確認訓練

●浸水対策（陸上）浸水対策（陸上）
TEC-FORCE隊出動（排水ポンプ車）、排水活動訓練、河川管理施設の被災状況調査訓練、堤防応急復旧

●救命・救出（海上）救命・救出（海上）
ヘリによる救助・負傷者搬送訓練
船舶による捜索・救助・負傷者搬送訓練

●津波避難（海上）津波避難（海上）
船舶避難誘導訓練

津波避難津波避難
住民避難広報・津波避難

情報収集・伝達情報収集・伝達
救助部隊・支援物資輸送訓練

物資輸送物資輸送
救助部隊・支援物資輸送訓練

●

●
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車両移動訓練

航路啓開訓練

展示予定の一部をご紹介！

航空機による情報収集・映像伝送訓練

地震・津波情報等伝達訓練（避難指示）、震度情報、整備局長指示
バイクによる情報収集・伝達訓練、鳥羽市役所とのTV会議訓練
人工衛星による情報収集訓練、道路被災状況調査訓練

地震・津波情報等伝達訓練
緊急地震速報／震度速報、大津波警報
津波情報：第1波到達／津波情報：これまでの最大波
気象庁会見放送／津波警報・注意報解除

心肺蘇生法
体験

地震
体験車

照明車


